
〇八管本部長の江口です。 

 

〇本日は、お忙しい中、定例懇談会にご参加頂きありがとう 

ございます。 

 

〇７月も明日で終了。昨年、京都府では７月２４日に梅雨 

が明けておりますし、データが公開されている過去６９年 

を見ても梅雨明けが８月にずれ込んだのは２回だけですの 

で、未だ梅雨の明けない今季は異例の季節変動になってお 

ります。 

管内では、７月１４日、島根県江の川で集中豪雨により 

内陸部で氾濫がありました。当管区では、対策室を設置、 

島根県災害警戒本部にリエゾンを派遣し、航空機による被 

害状況調査、海に流れ出した木材等への衝突に係る船舶へ 

の注意情報発出等の対応を行いました。 

間もなく梅雨が明けますが、引き続き、台風等の自然災 

害に備えて参ります。 

 

〇さて、先月の定例記者懇談会は海上保安学校で開催させ 

て頂き、その際にも申し上げましたが、今年度、八管は管 

区を挙げてリクルート活動を強化しております。本日３０ 

日が来年４月期入学制の受験申込受付の最終日となってお 

り、各部署とも正にラストスパートをかけている状況です。 

皆さんの周りにも受験について迷っている方等の情報があ 

りましたら是非お寄せ下さい。 

 



なお、受験申込者数に関しましては、過去５年を見ます 

と、平成２７年の１４７名から毎年１０名程づづ減少が進 

み、昨年は遂に１００名を切り９５名まで落ち込み危機感 

を募らせておりましたが、本年は昨日の時点で１３６名と 

の速報を受けております。以後も、当庁の様々な活動状況 

の積極広報を通じて認知度向上、リクルート活動の積極展 

開に努めますので、引き続き、宜しくお願いします。 

 

〇次に、先月２５日開催の定例懇談会後の管内の海難発生 

状況ですが、１２隻の船舶海難、１８人の人身海難が発生 

しております。 

この中には、遊泳中の海難５人が含まれております。い 

ずれも海開き前の海水浴場、あるいは海水浴場以外の自然 

海岸など開設された海水浴場以外での遊泳中の事故です。 

間もなく梅雨も明け、マリンレジャーのトップシーズン 

を迎えますが、今季、８管区内では、１４２箇所の海水浴 

場のうち約半数の７０箇所が不開設となります。不開設の 

海水浴場では、監視員の不在などから危険性が高いため、 

遊泳しないよう安全啓発に努めているところですが、先週 

末の４連休にも不開設海水浴場のパトロールで遊泳実態が 

確認されるなど、危険兆候が確認されておりますので、自 

治体、関係機関等とも連携してにより対策を強化してまい 

ります。子細につきましては、本日の発表事項「夏のマリ 

ンレジャー事故速報」の中でご報告申し上げます。 

また、発生海難のうち警戒を要する事象として、京都府 

内で７月に入り３件発生している水上オートバイ操船者の 



負傷事故があります。 

水上オートバイは、学科講習半日、実技講習半日程度で 

簡易・安価に取得できる特殊小型船舶操縦士免許で運航可 

能な手頃な乗り物ですが、ジェット推進による特性で市販 

品でも１８００ｃｃ・３１０馬力、最高速度が１００キロ 

を超えるハイスペックのものもあり、他の小型船舶と比べ 

ても飛び抜けた動力性能を持っています。 

このため、公的救助機関でも多数採用されるなど、優れ 

た乗り物ですが、一方で、不適切あるいは未熟な運航をす 

ると大事故に繋がる危険性が高く、また、Ⅴハルという特 

性により航走波が大きいことから、他の船舶、遊泳者等へ 

の影響も大きく、暴走行為なども社会問題化しています。 

近隣では、天橋立エリア、特に文殊水道における水上オ 

ートバイ暴走問題に対処するため、本年６月に「天橋立海 

面利用安全対策協議会」が設立され、京都府の「遊泳者及 

びプレジャーボートの事故防止等条例にも関連した海面利 

用ルールを策定し７月１０日にはその運用が開始されてい 

ます。航走波を立たせないため時速８㎞以下での航行を求 

めるなどの内容となっています。 

 

 

八管区においては、関係機関・団体とも協力して、水上 

オートバイの事故、暴走行為の防止に取り組んでまいりま 

す。 

市中では、週末には乗用車が水上オートバイを牽引して 

走行している状況など見かけることも多いですが、なかな 



か水上オートバイの航行を身近に見られる機会も少ないか 

と思いますので、ご希望があれば、性能見学、体験乗船な 

ど取材設定が可能ですので、ご相談下さい。また、文殊水 

道においては、宮津海上保安署が他機関と連携してボート 

等により暴走行為が無いよう警戒を実施しておりますの 

で、こちらの取材も宜しくお願いします。 

〇最後に、本日は、本懇談会終了後、海上保安功労者の方 

々の表彰伝達を予定しております。多年にわたり海上保安 

思想の普及事業推進、海難防止活動等を通じてご貢献頂い 

た方々に海上保安庁長官表彰などを伝達申しあげるもので 

す。 

例年は、「海の日」に合わせて、赤れんがパークにおい 

て、他機関の方々と一緒に表彰伝達をしておりましたが、 

本年は、コロナ関連で開催されませんでしたので、この機 

会を設けました。是非、取材いただければと思いますので 

宜しくお願いします。 

私からは以上です。 


